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令和２年度 福知山市中心市街地活性化基本計画の最終フォローアップに関する報告 

令和３年５月 

福知山市（京都府） 

Ⅰ．中心市街地全体に係る評価 

○計画期間：平成２８年４月～令和３年３月（５年） 

 

1. 計画期間終了後の市街地の概況 

平成 28 年 4 月以降、第 2 期基本計画に基づき、『まちなか観光による人々が集う賑わいあ

るまち』『「人・もの・情報」が集まり、誰もが快適に暮らせるまち』『生活の質を高め、「しごと」の

場がある活力あるまち』といった 3 つの目標を設定し、第 1 期計画で創出した駅周辺・城周辺・

広小路周辺の 3 つの集客・交流拠点を中心として、計画に掲げる 46 事業の推進に取り組んで

きた。 

駅周辺では、駅正面リニューアル事業を特定会社である福知山フロント株式会社が牽引し、

5 年間で空き物件を活用して 12 店舗の新規開業を生み出した。同時に、地元において「街づく

り協定」を締結し、統一感ある街並みの形成を進めている。こうした取組みの積み重ねにより、

エリアの魅力や価値が向上したことで、長らく駐車場利用されていた土地でのマンション建設

や、新規開業等の民間投資が進んでいる。 

福知山城周辺においては、明智光秀を主人公とした NHK 大河ドラマの放送により全国から

注目が集まることを好機として、ネットイベント等のさまざまな取り組みを官民協働で実施したこ

とにより、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響を受けながらも、周辺施設への人出は

過去最多を記録した。その一方で、第１期計画期間に福知山城に隣接する土地に整備した「ゆ

らのガーデン」(芝生の広場に 7 軒のショップが出店)の来場者数は例年並みにとどまっており、

施設来館者を商業エリアへ十分に誘引できていない状況である。 

広小路周辺では、第 1 期計画から取り組んできた広小路通りの電線類地中化・美装化工事

が完了するとともに、下柳町での歴史的建造物をリノベーションした飲食・宿泊・土産物販売施

設の開業や、新町通りでの定期マーケットの開催、福知山公立大学のまちかどキャンパスやシ

ェアハウスの誕生といった、多様な主体による様々な取組が行われたことで、賑わいや新たな

人の流れが確実に生まれている。 

 今後、計画の推進により具現化された官民協働によるまちづくりを継続・発展させ、中心市街

地への集客や回遊性をより一層向上させるため、まちづくりに意欲的な民間事業者などを主体

としたエリアマネジメントの実現に向けた体制の構築を官民が一体となって推進していく。 

 

 
【中心市街地の状況に関する基礎的なデータ】          

（１）居住人口                                      （基準日：毎年度１月１日） 

（中心 市街 地

区域） 

平成２７年度

(計画前年度) 

平成２８年度

(１年目) 

平成２９年度

(２年目) 

平成３０年度

(３年目) 

令和元年度(４

年目) 

令和２年度(最

終年度) 

人口 5,502 5,434 5,379 5,267 5,232 5,192 

人口増減数 △67 △68 △55 △112 △35 △40 

自然増減数 △38 △43 △55 △68 △48 △55 

社会増減数 △29 △25 0 △44 13 15 

転入者数 128 153 161 163 236 313 
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（２）地価                                         （基準日：毎年度１月１日） 

（中心 市街 地

区域） 

平成２７年度

(計画前年度) 

平成２８年度

(１年目) 

平成２９年度

(２年目) 

平成３０年度

(３年目) 

令和元年度(４

年目) 

令和２年度(最

終年度) 

中心市街地 

商業地域平均 

83,000  82,367  81,833  80,933  80,033  78,967  

福知山 5-1 
113,000  112,000  111,000  109,000  107,000  105,000  

福知山 5-2 
66,100  65,900  65,700  65,400  65,400  64,900  

福知山 5-5 
69,900  69,200  68,800  68,400  67,700  67,000  

 

 

２． 計画した事業等は予定どおり進捗・完了したか。また、中心市街地の活性化は図られた

か。（個別指標ごとではなく中心市街地の状況を総合的に判断） 

  【進捗・完了状況】 
①概ね予定通り進捗・完了した    ②予定通り進捗・完了しなかった 

 

  【活性化状況】 
   ①活性化した 

   ②若干活性化した 

   ③計画策定時と変化なし 

   ④計画策定時より悪化 

 

 

３．進捗状況及び活性化状況の詳細とその理由（２．における選択肢の理由） 

基本計画掲載事業 46 事業の内、44 事業に着手し、8 事業が完了、36 事業が実施中、2 事 

業が未着手であり、概ね予定通り進捗したといえる。 

 

一方で、中心市街地の人口については、自然減が加速し、減少傾向(中心市街地の人口

/5,502 人〈平成 28 年度〉⇒5,192 人〈令和 2 年度〉：対 28 年度比 5.6％減少)が続いているな

ど、中心市街地を取り巻く商業環境は依然厳しい状況が続いている。 

また、人口の減少は商業振興のみならず、空き家・空き店舗等の増加や解体等に繋がり、

中心市街地に残る本市の特徴的な歴史的景観や文化的資源の保存・継承へ影響し、それらを

活用した観光振興等へも影響するなど、複合的かつ連続的に政策課題を深刻化させている。 

 

ただし、このような状況ではあるが中心市街地活性化基本計画における取組を有志民間・

市民団体等と共に着実に実施することで、負の影響を最小限に抑えることができたと考える。 

 

例えば、「駅正面通りリニューアル事業」では、駅正面通り商店街の若手有志を中心にまち

づくり会社・福知山フロント株式会社を設立し、商店街のコンセプトからリニューアルし、遊休不

動産のリノベーション及びサブリースによる若者の新規開業を促進する取組を集中的に進めた

結果、空き店舗を活用した新規出店数が 12 件に達した。また、それに伴い駅正面通り商店街

の通行量も増加(駅正面通り商店街の通行量/682 人〈平成 28 年度〉⇒894 人〈令和元年度〉：

対 28 年度比 31％増加 ※令和 2 年度は新型コロナウイルス感染拡大のため減少)している。 

 また、少子高齢化による自然減の影響が大きく、居住人口は減少しているものの、福知山公 

立大学サテライトキャンパスの開設(平成 29 年度)や、上述の駅正面リニューアル事業がきっ 

かけとなり駅正面通り商店街内の駐車場でのマンション建設(令和 2 年度)などにより令和元年 
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度以降社会増となっている。 

 

 こうした状況から、人口減少及びそれに伴う多様な政策課題はあるものの、その影響は最小

限に抑えられており、遊休不動産を活用した新規開業等の民間投資の活発化(新規開業数/10

店舗〈1 期計画〉⇒30 店舗〈2 期計画〉：対前期比 200％増)や、人通りが少なくなった商店街等

の遊休公共空間を活用した定期マーケットの開催など市民有志団体による取組の活発化によ

り活気が戻ってきたため、中心市街地は「若干活性化した」と考える。 

 

 

４．中心市街地活性化基本計画の取組等に対する中心市街地活性化協議会の意見 

 【活性化状況】 
   ①活性化した 

   ②若干活性化した 

   ③計画策定時と変化なし 

④計画策定時より悪化 

 

【詳細を記載】 

中心市街地活性化基本計画の制定後、第１期においては、ゆらのガーデンの整備・空き店

舗を活用したテナントミックス事業・広小路通りアーケード撤去及び電線地中化等のハード整

備を中心に展開してきた。第２期では、第１期で整備された集客拠点等を繋ぎ、回遊性を高め

るため、民間事業者等と連携したソフト事業の展開を進めてきた。現在、商店街・若手経営者・

学生・新規起業者様々な主体による、中心市街地の魅力向上と交流人口を増やすまちづくり

が着実に進む等、その機運の高まりは中活計画の成果によるものと評価できる。 

国の中心市街地活性化政策は、かつてのハード面の支援から地域の持続的発展を目的と

した地域コミュニティ機能の維持や地域人材の育成等ソフト面の支援へとシフトする等政策の

転換期を迎えている。また、かつてのような、計画認定を受けた団体のみが活用できる補助事

業もなくなったため、計画策定の大きなメリットがないことから、協議会として第３期計画は策定

しない方針でまとまった。 

ただし、今後も中心市街地活性化の歩みを止めることなく、テナントミックス事業の推進、民

間主導の官民連携によるまちづくり、令和３年度策定予定の「立地適正化計画」における中活

計画の成果を活かしたまちづくり等を進め、事業成果の持続的発展に繋げていってほしいとの

意見があった。 

 

 

５．市民意識の変化 

【活性化状況】 
①活性化した 

②若干活性化した 

③計画策定時と変化なし 

④計画策定時より悪化 

 

【詳細を記載】 

福知山市総合計画アンケート 

調査時期：令和２年１月 

調査方法：福知山市在住(市内に住民票がある人)の 18 歳以上の男女 3,000 人 

調査方法：無作為抽出による郵送配布・郵送回収 

有効サンプル数：1,004 人（回収率 33.6％） 



4 

 

 

アンケートの結果、『中心市街地商店街やまちなかで行われているイベントへの参加状況』

について、「参加したことがない」が 53％と過半数を占めたが、そのうちの 72.4％が、参加した

いが「時間的な余裕がない」「日時がわからない」などの理由による未参加であり、「参加したこ

とがある人」と併せると８割以上の人が中心市街地でのイベントに興味や参加意向を示してお

り、中心市街地に魅力を感じていることが伺える。 

 

 

〈「中心市街地商店街やまちなかで行われているイベントの参加状況」〉 

 
 

〈「中心市街地商店街やまちなかで行われているイベントへの参加したことがない理由」〉 

 
 

 

６．今後の取組 

 本計画の取組による賑わい創出の効果を中心市街地全体、市全体へ波及させることが重要 

である。 

 また、市民アンケートの結果からも、中心市街地商店街やまちなかで行われているイベントに 

半数近い割合で参加されたことがないことが分かっている。まだまだ活性化のポテンシャルが 

あると捉え、より一層の取組に努めたい。 

 今後も、本計画の取組により生まれた先導的事業を更に継続・発展させ、官民一体となって 

「歴史と文化が育んだ豊かな暮らしと賑わい交流のまちづくり」を推進していく。 

 具体的には、それぞれの商店街・界隈で活発化している遊休不動産・遊休公共空間を活用し 

た事業を民間主導の官民連携により推進するため、立地適正化計画の策定による都市再生 

推進法人認定等を受けられる環境整備など、志のある民間・市民が主導的に活躍していただ 

ける環境整備に取り組む。 

16.0 28.5 53.0 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,004）

毎年参加している 何回か参加したことがある

参加したことがない 無回答

19.0

33.5

13.3

6.6

34.6

9.0

1.7

0 10 20 30 40

参加したいが、いつ、どこで開催され

ているのかわからないため １

参加したいが時間的な余裕がないため

参加したいが、身体的な理由や体調面

が心配なため １

参加したいが、会場まで行く移動手段

がないため １

商店街やまちなかでのイベントに興味

がないため １

その他

無回答
全体（n=532）
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Ⅱ．目標ごとのフォローアップ結果 

１．各目標の達成状況 

 

目標 目標指標 基準値 目標値 
最新値 

達成状況 
（数値） （年月） 

まちなか観光による
人々が集う賑わいあ
るまち 

歩行者・自転車

通行量(平日・休

日の平均) 

3,871 人

/日 

(H27)  

4,200 人

/日 

(R2) 

3,976 人/

日 
R2.9 B2 

「人・もの・情報」が

集まり、誰もが快適

に暮らせるまち 

歴史文化・交流

施設利用者数 

356,104

人/年 

(H26) 

390,000

人/年 

(R2) 

392,827

人/年 
R3.3 A 

生 活 の質 を 高 め 、
「しごと」の場があ
る活力あるまち 

新規店舗開業数 

10 店舗 

(H23-

H27) 

20 店舗 

(H28-

R2) 

30 店舗 R3.3 A 

 

＜達成状況の分類＞  

Ａ：目標達成、Ｂ1：概ね目標達成（基準値から目標値までの幅の８割ラインを超えている）、Ｂ2：基準値より改善（基準

値から目標値までの幅の８割ラインには及ばない）、Ｃ：基準値に及ばない 

※上記について、関連する事業等が予定どおり進捗・完了しなかった場合は、小文字にして下さい。（注：小文字のａ、

ｂ1、ｂ2、ｃは下線を引いて下さい） 

 

 

２．目標指標ごとのフォローアップ結果 

 

（１）「歩行者・自転車通行量（休日）」（目標の達成状況【B2】） 

※目標値設定の考え方認定基本計画 P83～P87 参照 

 

 

●調査結果と分析 

 

 
 

※調査方法：歩行者・自転車通行量調査(中心市街地 7 地点で実施) 

※調 査 月：令和２年９月実施(平日と休日の２回) 

※調査主体： 福知山市 

※調査対象： 歩行者・自転車通行者 

年 （単位：人） 

H２７ ３，８７１ 

（基準年値） 

H２８ ３，７００ 

H２９ ４，０６６ 

H３０ ３，３３０ 

R 元 ４，０５２ 

R２ ３，９７６ 

R２ ４，２００ 

（目標値） 
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（単位：人） 

 平成２７年度 

(計画前年度) 

平成２８年度 

(１年目) 

平成２９年度 

(２年目) 

平成３０年度 

(３年目) 

令和元年度 

(４年目) 

令和２年度 

(５年目) 

新町商店街 ３２６ ７９５ ３３１ ２６４ ３１２ ３２７ 

広小路商店街 ８３４ ５９３ ７５４ ５７９ ５３３ ７７６ 

アオイ通り３丁目 ２３８ ２１１ ２５１ ２３５ １６４ １７８ 

駅正面通り商店街 ６８５ ６８２ １，０５９ ８６４ ８９４ ３５７ 

駅周辺 
（駅前商店街） 

６３０ ４７２ ４７５ ４４３ ５６３ ５６４ 

城周辺 
(ゆらのガーデン前) ８２２ ６６７ ９５１ ７０９ １，２９８ １，４７６ 

京街道 
(旧松村邸裏) ３３６ ２８０ ２４５ ２３６ ２８８ ２９９ 

合計 ３，８７１ ３，７００ ４，０６６ ３，３３０ ４，０５２ ３，９７６ 

 
〈分析内容〉 

 平成３０年度は記録的猛暑による外出控え及び台風 21 号上陸前日の調査となったこと、ま

た、新型コロナウイルス感染症拡大が始まった令和 2 年度は外出自粛要請等によりそれぞれ

前年度比で減少している。 

調査員配置場所

③
→
←

ヨシヤ

↑↓

④
→
←

アオイ通り3丁目商店街 アオイ通り ②

駅 藤政商店 乾様 ↑↓
正

面 中

通 央

り 通 惇

商 り 明

末 店 通

広 街 り

通

り

↑↓

⑤
福知堂

↑↓
自衛隊 テイクアップ

募集事務所 ↑↓

ﾋﾄﾐ

お城通り

→
←   ⑥ ききょう通り

↑↓

市民交流
プラザ

コスモス

高架線路 高架線路 高架線路

京
街
道

明覚寺

法務局

商工

会議所

城
下
通
り

新
町
商
店
街

(
新
町
通
り

)

①

⑧

広小路商店街（広小路通り）

京都北
都信用
金庫

美術館

福知山駅

福知山河川

国道事務所

歩
道
橋

ハピネス
福知山

市役所　

ゆらの
ガーデン

コーナン 福知山城
⑦

みずほ証券

福知山支店
分譲マンショ

ン
足立音衛門
旧 松村邸

堀百商店
法川

排水機場

西山ストア
本部

駅前花吉

京都銀行

ポッポランド

岩滝電器

福知山

パーキング

御霊神社

山下

青果
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 しかしながら、先述の駅正面リニューアル事業により新規開業を誘致した駅正面通り商店街で

は令和元年度に 894 人(対 28 年度比：31.0％増)であり、また電線類地中化工事及び「街づくり

協定」に基づく外観修景に取り組んだ広小路通りでは、大河ドラマ放送も相まって、新型コロナ

ウイルス感染拡大の状況下にあった令和 2 年度においても 776 人(対 28 年度比：30.8％増)で

あり、期待された効果が発現している。 

 

 

●目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況及び事業効果 

①．大規模歴史建築活用事業（民間） 
事業実施期間 平成 28年度から令和元年度【済】 

事業概要 中心市街地内の大規模歴史建築を活用し、福知山の風土を五感で味

わうことができる宿泊・飲食施設にリノベーションする 

国の支援措置名及び

支援期間 

商店街活性化・観光消費創出事業（経済産業省）（令和元年度） 

［認定基本計画：地域まちなか活性化・魅力創出支援事業費補助金

（中心市街地活性化支援事業）のうち先導的・実証的事業（経済産

業省）（令和元年度）］ 

事業目標値・最新値

及び達成状況 

・事業目標値 – 

歴史的建造物を活用し、飲食、宿泊、土産物販売施設の整備が完了

した。 

 

達成した（出来なか

った）理由 

歴史景観の継承及び地域文化資源を活用したまちづくりの視点か

ら事業の有用性を訴求したことで経済産業省の補助金の採択を受

けることができたことが達成の大きな要因であったと考える。 

 

計画終了後の状況及

び事業効果 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、営業時間短縮等をさ 

れているが、ランチ及びテイクアウトの需要もあり、令和 2年度の 

下柳町界隈の通行量は前年比 4.7倍となっている。 

 

事業の今後について 飲食、宿泊、土産物販売施設を有する新たな集客拠点として、ま 

た、歴史ある建物とまちなみ景観を活かしたエリアとして、魅力や 

価値の向上に繋げ、面的な集客を図る。 

 

 

②．駅正面リニューアル事業（福知山市、駅正面通り商店街振興組合、福知山フロント㈱） 

事業実施期間 平成 28年度から令和 2年度【実施中】 

事業概要 福知山駅正面に位置する駅正面通り商店街をまちづくりのコンセ

プトを策定し、空き家を活用してテナントミックス事業を行う。 

国の支援措置名及び

支援期間 

地域・まちなか商業活性化支援事業費補助金（中心市街地再興戦略

事業）のうち先導的・実証的事業（経済産業省）（平成 30年度） 

地方創生推進交付金（内閣府）（平成 28年度から平成 30年度） 

［認定基本計画：地域まちなか活性化・魅力創出支援事業費補助金

（中心市街地活性化支援事業）のうち先導的・実証的事業（経済産

業省）（令和元年度から令和 2年度）] 

事業目標値・最新値

及び達成状況 

・事業目標値(駅正面通り商店街 通行量) 

 164人増/日 

・最新値 

  212人増/日(R1.9) 

  ※325人減/日(R2.9)新型コロナウイルス感染症の影響による 
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達成した（出来なか

った）理由 

当該事業は当初の予定以上の進捗を見せ、商店街若手有志を中心と

したまちづくり会社・福知山フロント株式会社が主導的に遊休不動

産への民間投資を促進することで、5 年間で 12 件の新規開業を実

現しており、令和元年度の通行量は目標値を上回る 894 人/日であ

った。 

ところが最終年度である令和 2 年度においては新型コロナウイル

ス感染症拡大による外出自粛等に伴い、最新値での通行量は目標未

達成となっている。 

計画終了後の状況及

び事業効果 

5年間で 12件の新規開業を創出され、また 115戸のマンション(市

内最大)の民間投資による建設誘致を実現するなど顕著な成果を挙

げており、通行量が増加したのは本事業の効果と考えられる。 

事業の今後について 引き続き、空き店舗活用に取り組むとともに、街なみ環境整備事業 

によるファサード整備に取り組み、駅正面エリアの魅力的な景観を 

形成し、集客、賑わいの創出を図る。 

 

③．福知山城周辺都市施設整備構想（福知山市、民間） 
事業実施期間 平成 28年度から令和 2年度【未】 

事業概要 福知山城周辺賑わい創出施設（ゆらのガーデン）に続く第２弾プロ

ジェクト。丹波生活衣館の再編と併せて、福知山城周辺に 5店舗の

文化・商業施設を誘致する。 

国の支援措置名及び

支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最新値

及び達成状況 

・事業目標値(城周辺 通行量) 

  205人増/日 

・最新値 

- (未着手)  

達成した（出来なか

った）理由 

活用を予定していた丹波生活衣館が、令和 3 年 1 月までは大河ド

ラマ放送により佐藤太清美術館を光秀ミュージアムとして活用し

ていることから、美術館の代替展示場として活用している。その後

についても、市全体の文化振興の将来像や方向性を定めた「文化振

興基本方針」に基づき、有効に活用していくこととしており、新た

な文化・商業施設の誘致を行うことができなかった。 

計画終了後の状況及

び事業効果 

(未着手) 

事業の今後について 文化振興基本方針を指針として、大河ドラマ放送終了後の丹波生活 

衣館の更なる利活用について検討を進める。 

 

④．町家活用ゲストハウス施設整備事業（福知山フロント株式会社） 
事業実施期間 平成 28年度【済】 

事業概要 中心市街地にある旅館を活用し、ゲストハウスとして改修し交流人

口を増やす。 

国の支援措置名及び

支援期間 

商店街・まちなかインバウンド促進支援事業（中心市街地活性化事

業）（経済産業省）（平成 28年度） 

事業目標値・最新値

及び達成状況 

・事業目標値(駅正面通り商店街 通行量) 

  24人増/日 

・最新値 

  325人減/日(R2.9) 

  ※212人増/日(R1.9)  

達成した（出来なか

った）理由 

平成 29 年 3 月に整備が完了して以降、高い稼働率(令和元年度稼

働率 8 割)で商店街への誘客を促し、宿泊に伴う周辺店舗等での
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食事や買い物による回遊を創出したことが要因であると考える。 

計画終了後の状況及

び事業効果 

計画期間初年度に本事業によりゲストハウスが開業し、顕著な実績

を残すことで、他の空き店舗等への民間投資を促し、結果として 5

年間で 12件の新規開業が商店街内で創出された。 

事業の今後について 今後も福知山フロント株式会社が主導的に行うテナントミックス 

事業等と連携し、遊休不動産を活用したエリア再生に継続して取り 

組む。 

 

⑤．まち歩き観光促進事業（福知山市、福知山まちづくり㈱） 
事業実施期間 平成 27年度から令和 2年度【実施中】 

事業概要 福知山パーキングの 30分無料化等により中心市市街地の利用頻度

とまち歩き観光を促進する事業。 

国の支援措置名及び

支援期間 

中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（平成 28年度～平成 29 年

度） 

［認定基本計画：中心市街地活性化ソフト事業（総務省）（平成 28

年度～令和 2年度）］ 

事業目標値・最新値

及び達成状況 

・事業目標値(広小路商店街 通行量) 

  24人増/日 

・最新値 

  183人増/日(R2.9) 

達成した（出来なか

った）理由 

中心市街地内の店舗等(38 店舗加盟 R3.4)の利用で、福知山パー

キングの 30分無料チケットを発行する事業を実施したことが、通

行量の増加に効果を発揮したと考えられる。 

計画終了後の状況及

び事業効果 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、周辺店舗では営業時間短 

縮等を余儀なくされているが、広小路商店街の通行量は 593人 

(H28.9)から 776人(R2.9)と 30.8％増加している。 

事業の今後について 本計画期間において広小路通り電線類地中化・道路美装化工事が完 

了し、また先述の大規模歴史建築活用事業実施により、新たな人の 

流れも今後期待でき、更なる民間投資による誘客スポットとなるコ 

ンテンツ創出を促進し、まちなか観光・回遊に繋げていきたい。 

 

●今後の対策  

 駅周辺、城周辺、広小路周辺の３つを誘致拠点に回遊性を高めるため、空き家・空き店舗等の遊

休不動産への民間投資、また、商店街や公園等の遊休公共空間での定期マーケット等のイベン

ト実施など、多彩なコンテンツの創出を促進する。 
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（２）「歴史文化・交流施設利用者数」（目標の達成状況【B1】） 

※目標値設定の考え方認定基本計画 P88～P91 参照 

●調査結果と分析 

 
 

 

※調査方法：歴史文化・交流施設の利用者数調査 

※調 査 月：令和３年２月実施 

※調査主体：福知山市 

※調査対象：歴史文化・交流施設の利用者数 

 
〈分析内容〉 

 歴史文化・交流施設の利用者数は、毎年基準値を上回り、令和元年度時点で目標値を超

えている。令和元年度は、明智光秀を主人公とする大河ドラマ放送が決定したことによる 

福知山城等の観光客が増えたことが背景にある。令和２年度は、新型コロナウイルス感染

症拡大による施設の休館もあり、大河ドラマの効果による大幅な利用者数増とはならなか

ったが、目標は達成した。 

  

●目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況及び事業効果 

①．厚生会館改修事業（福知山市） 

事業実施期間 平成 28年度から令和 2年度【未】 

事業概要 本市の文化振興の拠点である厚生会館について、社会環境に即した

改修を行なうとともに、機能改善を目指す。 

国の支援措置名及

び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最新値

及び達成状況 

・事業目標値(厚生会館利用者数) 

  3,941人増/年 

・最新値 

- (未着手) 

達成した（出来なか

った）理由 

工事費(設計金額)の増大、それに伴う財源確保に課題があり事業実

施に至らなかった。 

計画終了後の状況

及び事業効果 

事業実施には至らなかったが、施設の目指す将来像や基本目標、取

組の方向性を定めた基本方針を指針として、厚生会館の改修・機能

改善について検討を進めている。 

年 （単位：人） 

H２６ ３５６，１０４ 

（基準年値） 

H２８ ３８１，５３８ 

H２９ ４０９，７５３ 

H３０ ３８６，７７４ 

R 元 ４６０，７１３ 

R２ ３９２，８２７ 

R２ ３９０，０００ 

（目標値） 
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事業の今後につい

て 

平成 3１年 3月に策定した「文化振興基本方針」において、厚生 

会館の整備については「老朽化している他の施設との効果的な機能 

集約も図るなかで、文化活動の核となる文化ホールについて、新た 

な建設も含め検討する」との方向性を示している。事業完了時には 

3,491人の利用者数の増加を見込んでいる。 

 

②．市民交流プラザふくちやま活用事業（福知山市） 

事業実施期間 平成 28年度から令和 2年度【実施中】 

事業概要 市民交流プラザふくちやまでの講座開設者を充実するための広報

活動等を実施し、市民に社会参加の機会や新たな価値との出会いの

場を提供する。 

国の支援措置名及

び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最新値

及び達成状況 

・事業目標値(生涯学習センターの利用者数) 

  14,600人増/年 

・最新値 

  49,588人増/年(R1) 

※51,258人減/日(R2)新型コロナウイルス感染症の影響 

達成した（出来なか

った）理由 

市民団体等による講座や企業の会合・研修等の利用を募ることで、

令和元年度には目標値を大きく上回った。 

計画終了後の状況

及び事業効果 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、利用を制限している状況

が続いている。 

事業の今後につい

て 

プラザは生涯学習センターとして市民や利用者にとって無くては 

ならない施設として認知されており、今後も生涯学習、新しい講座 

の開設や研修会、コミュニティ活動の場として一層の利活用が図ら 

れるよう、広報活動の充実を図り、利用者を募る。 

 

③．ハピネスふくちやま活用事業（福知山市） 

事業実施期間 平成 28年度から令和 2年度【実施中】 

事業概要 ハピネスふくちやまでの子育て世代の教室及び健康推進事業、障害

者生活支援事業、男女共同参画推進事業等を実施。 

国の支援措置名及

び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最新値

及び達成状況 

・事業目標値(施設利用者数) 

  6,000人増/月 

・最新値 

  8,076人増/年(R1) 

※43,796人減/日(R2)新型コロナウイルス感染症の影響 

達成した（出来なか

った）理由 

平成 30 年度から、ハピネス 1 階に子育てに関する施策や窓口を一

元化した「子ども政策室」を設置し、利便性の向上と子育て家庭の

課題に寄り添った支援を行ったほか、男女共同参画センターにおい

ても、あらゆる人権問題の解決や男女共同参画社会の推進に向けた

講座や研修等を行ったことが目標達成に寄与したと考えられる。 

計画終了後の状況

及び事業効果 

子育て世代に寄り添ったワンストップ窓口としての役割を果たす

とともに、人権問題の解決や男女共同参画の推進に向けた講座や研

修等が行われている。 

事業の今後につい

て 

各種相談窓口や健康教室、人権講座等を開催し、一層の利活用を図

る。 
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④．佐藤太清記念美術館特別展事業（福知山市） 

事業実施期間 平成 28年度から令和 2年度【実施中】 

事業概要 福知山市佐藤太清記念美術館で特別展を開催し、福知山市民として

のアイデンティティ増幅に寄与する 

国の支援措置名及

び支援期間 

地方創生推進交付金（内閣府）（平成 29年度から平成 30年度） 

事業目標値・最新値

及び達成状況 

・事業目標値(施設来館者数) 

  2,000人増/年 

・最新値 

  3,058人減/年(R1) 

  ※R2は当該施設を大河ドラマ館として使用。 

達成した（出来なか

った）理由 

令和元年度は３回の特別展・企画展を開催し、入館者は昨年度より

約７％増加したものの、基準値 10,644人には届いておらず、2,000

人の入館者増加の目標は達成できなかった。 

計画終了後の状況

及び事業効果 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休館している状況が続い

ているが、大河ドラマ放送を契機に令和元年度は周辺歴史・文化施

設の来館者は増加している。 

事業の今後につい

て 

大河ドラマ放送による周辺施設への観光客増加を契機に、新た 

な顧客獲得に向けて、更なる情報発信や魅力ある企画展の開催 

に努め、利用者数の増加を目指す。 

 

⑤．駅北口公園賑わい事業(福知山市、民間) 

事業実施期間 平成 28年度から令和 2年度【実施中】 

事業概要 福知山駅北口公園を活用し、賑わいあるイベント等を活用のマネジ

メントを行う 

国の支援措置名及

び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最新値

及び達成状況 

・事業目標値(駅北口公園イベント利用者数) 

  3,600人増/年 

・最新値 

  10,110人増/年(R1) 

  ※6,515人減/年(R2) 新型コロナウイルス感染症の影響 

達成した（出来なか

った）理由 

令和元年度には年間 12回のイベント利用があり、16,930人を集客

し、目標値を大きく上回った。 

計画終了後の状況

及び事業効果 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、開催中止となるイベント

が多いが、本計画期間で多様な主体による利用が増え、駅北口公園

の認知も図れたことからポストコロナでの効果の発現を期待でき

る。 

事業の今後につい

て 

様々な主体によるイベントが継続的に実施され、まちなかへの誘客

拠点・回遊の起点となるよう、引き続き駅北口公園の認知工場と活

用促進を図っていく。 

 

⑥．福知山城観光駐車場拡張事業（福知山市、城周辺賑わい創出プロジェクト会議） 

事業実施期間 平成 28年から平成 29年度【済】 

事業概要 福知山城周辺施設の利用促進のため、長年の課題である駐車場不足

を解消するため、観光駐車場を拡張する 

国の支援措置名及

び支援期間 

国の支援措置なし 



13 

 

事業目標値・最新値

及び達成状況 

・事業目標値(郷土資料館利用者数) 

  3,628人増/年 

・最新値 

  81,308人増/年(R2) 

達成した（出来なか

った）理由 

新型コロナウイルス感染症感染拡大を受け休館期間もあった中で

はあるが、大河ドラマ放送を契機とした官民一体となったプロモー

ション及びイベント等の開催により目標値を大きく上回った。 

計画終了後の状況

及び事業効果 

平成３０年 3月に、福知山公園観光駐車場に隣接する「京口荘」を

解体・撤去し、新たに 1０台の駐車スペースを確保することができ、

駐車台数が 15％の増加となった。令和 2 年度は新型コロナウイル

ス感染拡大の状況下ではあったものの、大河ドラマ放送の効果もあ

り、郷土資料館(福知山城天守閣)の入館者数は 122,601 人と基準

値の 36,289 人から 3 倍以上に増加しており、周辺駐車場や未利用

地等の活用と併せて、ようやく駐車台数を確保した状況であった。 

事業の今後につい

て 

ポストコロナにおいて、入館者数は更に増加することが見込まれる 

ため、引き続き駐車環境を整え、入館者の増加に繋げる。 

 

⑦．観光情報発信力強化事業（福知山市、商店街） 

事業実施期間 平成 28年度から令和 2年度【実施中】 

事業概要 城下町福知山の観光情報を広域に発信し、利用者増につなげる。 

国の支援措置名及

び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最新値

及び達成状況 

・事業目標値(ゆらのガーデン利用者数) 

  1,000人増/年 

・最新値 

  30,439人/増(R1) 

  ※6,667人減/年(R2)新型コロナウイルス感染症の影響 

達成した（出来なか

った）理由 

市民有志団体によりナチュラルガーデンをコンセプトとした四季

折々の草花が丁寧に植栽されており、また幾度の災害にも負けずに

出店いただいている店舗の不断の努力により利用者が大幅に増加

している。 

計画終了後の状況

及び事業効果 

大河ドラマ放送を契機として、周辺施設で観光客が増加しているこ

とも踏まえ、Wi-Fiスポットの設置についても経費負担を含めて、

最適な手法を検討中である。 

事業の今後につい

て 

Wi-Fiスポットの整備など、観光客の利便性向上を図ることで更 

なる誘客を図る。 

 

●今後の対策  

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受けて、最終年度の数値が大きく下がっ 

たことで目標達成とはならなかったが、主要事業の順調な進捗に加え、大河ドラマ放送を 

契機とした官民一体となった多面的な取組により、令和元年度時点では基準値を大きく上 

回っている。 

大河ドラマで全国から注目を集めている状況をリピーター獲得の好機ととらえ、工夫を 

凝らした事業と周辺活性化施策との連携を図っていくことで、さらに実績を伸ばしていき

たい。 
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（３）「新規開業数」（目標の達成状況【A】） 

※目標値設定の考え方認定基本計画 P92～P94 参照 

 

 

●調査結果と分析 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法：新規店舗の開業数調査 

※調 査 月：令和 2年 3月実施 

※調査主体：福知山市 

※調査対象：中心市街地テナントミックス推進事業及び 

創業支援事業による新規開業店舗 

 
〈分析内容〉 

 新規開業に向けた各事業については、順調に進捗した。 

 後述する「中心市街地テナントミックス推進事業」では、遊休不動産と遊休不動産を利活用し

たい人とをマッチングする中心市街地ストックバンク制度と、ストックバンク制度利用によって新

規開業される場合に補助する制度とを合わせることで目標値を大きく上回る成果を達成するこ

とができた。 

 

 

 

 

 

●目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況及び事業効果 

①．中心市街地テナントミックス推進事業（福知山市、福知山まちづくり㈱、民間） 

事業実施期間 平成 23年度から令和 2年度【実施中】 

事業概要 中心市街地内における空き家を利用した飲食・物販等のショップ開

業に対し、経済産業省の補助金活用の自己負担分の補助やタウンマ

ネージャーの支援を実施。 

国の支援措置名及

び支援期間 

国の支援措置なし 

事業目標値・最新値

及び達成状況 

・事業目標値(テナントミックス事業としての新規開業) 

  5店舗/(H28-R2) 

・最新値 

  4店舗/(H28-R2) 

達成した（出来なか

った）理由 

福知山駅正面通り商店街における福知山フロント株式会社が主導

的にエリアのデザインガイドラインを策定し、遊休不動産所有者と

年 （単位）店舗 
H23

～27 
10 

（基準年値） 
H28 5 
H28

～29 
8 

(年間開業数 3) 

H28

～30 
13 

(年間開業数 5) 

H28

～R1 
23 

(年間開業数 10) 
H28

～R2 
30 

(年間開業数 7) 

H28

～R2 
20 

（目標値） 

28 29 30 1 2 

5 3 5 10 7 

現状数値： 

平成 23～27 年 

10 店舗 

 

２倍 目標数値： 

平成 28～令和 2 年 

20 店舗 
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の交渉、改装、サブリースを行う形でテナントミックス事業を推進

したことで、4店舗が開業している。一方、他のエリアでそうした

テナントミックスによる新規開業は進まなかった。 

計画終了後の状況

及び事業効果 

テナントミックスが進捗した福知山駅正面通り商店街では通行量が増

加(駅正面通り商店街の通行量/682 人〈平成 28 年度〉⇒894 人〈令和

元年度〉：対 28 年度比 31％増加している。 

事業の今後につい

て 

立地適正化計画による都市再生推進法人の設立など、エリアマネジメ 

ントの視点からのまちづくりを推進し、エリア再生の観点からのテナント 

集積を構想した適切なテナントミックスの増加を図る。 

 

②．中心市街地創業支援事業(福知山市、福知山商工会議所) 

事業実施期間 平成 27年度から令和 2年度【実施中】 

事業概要 中心市街地での起業・創業対象者に、起業塾や先進事例の視察などを

開催し、開業支援を行う 

国の支援措置名及

び支援期間 

国の支援措置なし 

 

事業目標値・最新

値及び達成状況 

・事業目標値(市や府の補助制度等を活用した新規開業件数) 

  15店舗/(H28-R2) 

・最新値 

  26店舗/(H28-R2) 

達成した（出来なか

った）理由 

遊休不動産と遊休不動産を利活用したい人とをマッチングする中心市街

地ストックバンク制度と、ストックバンク制度利用によって新規開業される

場合に補助する制度を実施する他、商工会議所での創業相談窓口の設

置、起業セミナーの開催、また平成 30 年度には産業支援センターを市民

交流プラザふくちやまの１階に開設するなど、起業されたい方に対して多

面的な支援を行うことで目標値を大きく上回った。 

計画終了後の状況

及び事業効果 

中心市街地内で様々な新規開業が創出されることで、新型コロナウイル

ス感染症感染拡大する中においても、7 店舗の新規開業が生まれるな

ど、中心市街地への民間投資が活性化している。 

事業の今後につい

て 

今後も商工会議所及び産業支援センター等と連携し、新たな開 

業希望者の掘り起こしを図るとともに、遊休不動産所有者とのマ 

ッチングを図ることで新規開業を推進する。 

 

 

 
●今後の対策  

 テナントミックス事業及び創業支援事業、並びに関連する各種事業とともに、新規開業件数は

順調に進捗し、目標値を大きく上回り達成した。今後も関係機関と連携し多面的な支援を継続・

拡充することで更に実績を伸ばしていく。 
 

 

 


